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留学の魅力とは現地の学校に通い、外国語を学び、様々な人と出会い、生活を体験する

ことにより、社会経験をすることである。そして留学は、留学生の卒業後の進路も決定す

る。しかし、コロナ禍によって国際移動、対面交流が難しくなったことは留学生にとって

大きな影響を与え、孤独と不安のなかで、将来に対しての進路選択の幅を狭めた。本稿の

目的は就労に至る過程の中でコロナ禍に直面した日本語学校卒業生に焦点を当て、彼がど

のようにこの難しい時期を生きていたのか、どのように人とつながり、どのようにして進

路選択をした上で自分の居場所を見つけていったのか、そしてどのようにして日本で就職

することができたのかを、調査対象者自身の語りから得られたことを基にして明らかにす

ることにある。  

本稿では、ライフストーリー研究の手法を援用して行ったインタビューで得た語りを、

複線径路等至性アプローチ(TEA)を用いて分析し、考察する。  

 調査協力者の張さん(仮名)は、20代後半の男性で、中国の河南省(焦作市)出身。子ども

の頃に中国で日本のアニメに興味を持ち、日本の好きな歌をきっかけに日本語のネット授

業を受講する。その後、日本に留学し、希望に満ちた留学生活を送るはずであったが、2019

年 12月より流行したコロナウイルスの影響により、張さんの留学生活は翻弄されてしま

う。  

 そんな中でも日本での就職という目標を達成した張さんであったが、そのプロセスには、

コロナ禍に起因する様々な要素の影響がみられた。その要素と張さんが日本での就労を達

成させるまでの就労過程を張さんとのインタビューから文字化して描くために、 調査協力

者への調査を５回行い、その調査結果から記述した内容をもとに作成した TEM 図を使用し

て、時間とともに選択される多様な人生径路を見ながら、張さんの進路決定のプロセスと

その要因について分析を行った。  

 本研究に用いる TEM の分析的枠組みでは、人生には、人生径路に沿って現れる分岐点 

(BFP)や目標達成までの必須通過点(OPP)、目標達成を阻害する文化・社会要因である(SD)、

また SDに対抗し目標達成までを後押しする環境要因や文化・社会的支え(SG)が存在し、時

間の流れとともに等至点(EFP)に向かうというのが基本的なストーリーである。張さんの

TEMにおいては、目標到達点である〈銀座の日本料理店で就職することを決める〉を EFP

とし、特にコロナ禍期間に焦点を当てて分析した。  

 コロナ禍期間の張さんが日本での生活を続けていく中で、〈コロナ禍で帰国を考える〉

という SDに始まり〈コロナの影響で蕎麦屋が新規採用を見送ることを決める〉SD、さらに

〈コロナの影響で香港料理店が新規採用を見送ることを決める〉SDという、張さんの目標

達成を阻害するコロナ禍における特殊な要因が浮き彫りとなった。しかし一方で、コロナ

禍には阻害する要因だけではなく、張さんの進路を後押しする特殊な環境要因や社会的支

えも存在した。特に社会的支えである〈国からの特別定額給付金をもらう〉SGや〈国から

の雇用調整助成金をもらう〉SGといった日本政府の政策は、張さんの日本での生活を継続
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させることの一つの要因となった。また、ビザの面でもこのコロナ禍には特別な措置が設

けられ、特に、特定活動ビザの期限が延長されたこと、特定技能ビザに合格できたことな

どが、SDに対抗する SGとして、張さんの目標達成にとっても大きな助けとなった。  

本研究のリサーチクエスチョンの回答を以下に記す。  

  

  

RQ1: コロナ禍時期における日本での生活は留学生にどのような影響を与えているか。  

国からの雇用調整助成金や特別定額給付金も受け取ることができたが、アルバイト収入

がコロナ前より減ったため、それだけでは日本での生活を継続させていくことが難しく

なり、調査協力者の場合は日雇いのアルバイトもすることになった。  

  

RQ2: コロナ禍は就職を目指す留学生の心情にどのように影響したか。  

コロナ禍に対する家族の心配も強く、日本で就職することへの意味をさらに深く考え、

就職への決意を新たにするきっかけが得られた。  

  

RQ3: 留学生はこのコロナ禍をどのように乗り切っていったのか。  

自力だけでは乗り越えられず、社会的な助成を得て乗り越えることができた。職を失う

可能性もあったが、自発的に次の仕事を探して、自分自身の居場所を探しながら、目標

達成まで行きついた。  
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